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夕」

1,本調査概報は、泉大津市教育委員会が、市内に所在する

埋蔵文化財包蔵地内において、開発行為に先立って実施し

た発掘調査記録である。

2.本調査は、泉大津市が国庫補助事業及び、大阪府補助事

業 (総額 3,000,000円 、国補助率50%、 府補助率25%、 市

負担率25%)と して、計画・実施したものである。

3.本調査は下記の構成で実施した。

調査主体者 泉大津市教育委員会教育長 藤原勇三

調査担当者 泉大津市教育委員会社会教育課 坂日昌男

.      同課嘱託 中山和之 (S62.6ま で)

内藤俊哉 (S62.7よ り)

調 査 員 辻川陽一

調査補助員 小原央子 。藤原昭彦 。大野育子

事 務 局 泉大津市教育委員会社会教育課 (課長鈴木実 )

4.本事業は、昭和62年度事業として、昭和62年 4月 5日 に

着手し、昭和63年 3月 31日 に完了した。

5。 本書の作成は、坂口。中山・内藤が執筆し、実測 。トレ

ース及び図版作成は、中山 。内藤・小原が行った。
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第 1章 埋蔵文化財調査の状況

昭和62年度における埋蔵文化財発掘届出件数及び調査件数は、表 1・ 2の とお りである。泉大

津市内においては、市街地化が進む中、住宅建設が圧倒的に多く、とりわけ個人住宅が全体の43

%を 占めている。又昨年に引き続き、投資の対象としての共同住宅建設が見られる。(表 1( )

内数字 )更に、本年度顕者に増加 しているのが、ガス・水道工事で40%と なっている。従来は、ガス

エ事による埋蔵文化財包蔵地の発掘届出書だけであったが、本年度より本市土木課で、道路占用許

可申請書が提出された際、周知の遺跡内における水道・電気工事もチェックして発掘届出書を教

育委員会へ提出するよう指導している為である。ただし電柱の建設は、慎重工事を意見書に明記

して、発掘届出書の提出は指示していない。減少したものとしては、工場 。倉庫建設工事があげ

られる。特に倉庫建設工事は、著じるしい。これは、投機的対象としての倉庫建設が本市におい

て行われていない所以である。すなわち遊休地の利用方法として、倉庫建設から共同住宅建設ヘ

と移行している傾向を示している。

調査内容においても、掘削深度の浅い住宅建設や、ガス・水道管埋設による狭小な掘削面積な

どから本年度も立会調査が夕数を占める結果となっている。(表 2)

表 1 遣跡別届出件数 (昭和62年 4月 1日 ～昭和63年 2月 29日 )

遺 跡 名 件 数
内 訳

住 宅 ガス・水道 工場。倉庫 店舗・事務所 そ の 他

池上・曽根遺跡 8(1) 6 1 1

豊 中 遺 跡 10(3) 14 1 5 2

虫 取 遺 跡 20 10 7 2 1

大 園 遺 跡 3 1 2

板 原 遺 跡 2 1

池 浦 遺 跡 20 8 8 1 2 1

穴 師 遺 跡 6 3 3

七 ノ 坪 遺 跡 5 4(1) 1

東 雲 遺 跡 6(4) 7 2

薬 師 寺 跡 1 1

森 遺 跡 1 1

穴 田 遺  跡 2 1 1

助 松 遺 跡 1 1

計
124 53 (9)

(43%)
49
(40ワろ)

3

(2%)
13

(10%)
6
(5%)

( )内 は共同住宅
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本年度も昨年 と同様、発掘届出件数と調

査件数 との間に大きな隔 りがみられ、調査

率は52%と 約半数である。

本年度調査の実施 日・地番 。遺跡名・概

略等は表 3に示す。但 し発行期 日の者Ь合上、

昭和62年 2月 29日 までである。なお前年度

報告書未記載の分を表 4で報告する。

表 3 昭和62年度調査一覧表

表 2 遺跡別調査件数
(昭和62年 4月 1日 ～昭和63年 2月 29日 )

置 跡 名 件  数
内 訳

立  会 発  掘

池上・ 曽根遺跡 10 8

豊 中 遺 跡 20

虫 取 遺 跡 7 1

大 園 遺 跡 3

板 原 遺 跡 2

池 浦 遺 跡 9

穴 師 遺 跡 3 3

七 ノ 坪 遺 跡 3 2 1

東 雲 遺 跡 5 3 2

薬 師 寺 跡 1 1

穴  田 遺  跡 1 1

計 64 47

(昭和62年 4月 1日 ～昭和63年 2月 29日 )

月  日 調 査 地 番 遺 跡 名 調 査 内容 備 考 (調査番号 )

4・ 6 我孫子211 虫 取 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

4・ 6 北豊中町2丁 目464-7 七 ノ坪 遺 跡 発 掘 調 査
住宅建設に先立つ調査で、遺構は認められず

土師器片出土。(8703)

4・ 2ユ 宇多1048-6 虫 取 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

4 ・ 22 北豊中町2丁 目15-3 豊 中 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

4 ・ 24 東豊中町1丁 目47 豊 中 追 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

4 ・28 池園町111-5 池上・曽根遺跡 発 掘 調 査
住宅建設に先立つ調査で、遺構・遺物等は認

められず。(8704)

5・ 1 北豊中町2丁 目984-34 豊 中 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

5・ 8 池浦町4丁 目689-4 池 浦 遺 跡 発 掘 調 査
住宅建設に先立つ調査で、弥生時代のビッ ト
が検出された。弥生土器・土師器・須恵器・

瓦器出土。 (8705)

5 。 11 北豊中町3丁 目979
一
　

一
豊 中 遺 跡 立 会 調 査

住宅建設工事によるもので、遺構 。遺物等は

認められす。

5 ・12 下条町614-49 東 雲 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。
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月  日 調 査 地 番 遺 跡 名 調 査 内 容 備 考 (調査番号 )

5 。12
∫
5 ・15
北豊中町2丁 目987-12 豊 中 遺 跡 立 会 調 査

ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

5 '15 東雲Hr:】三: 東 雲 遺 跡 発 掘 調 査
住宅建設に先立つ調査で、中世の鋤痕が検出

された。土師器・須恵器・瓦器出土。(8706)

5 。15 北豊中町2丁 目渓摩
=計-37
豊 中 遺 跡 立 会 調 査

住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

5 。15 北豊中町2丁 目984-36 豊 中 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

5 '15 北豊中町2丁 目984-35 豊 中 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

5 '19
∫
5 ・21
綾井祐ど1の一部 大 園 遺 跡 立 会 調 査

住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

5 ・ 21 池浦町5丁 目1-6 池 浦 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

5 。28 森町2丁 目63-5 池上・曽根遺跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

6・ 2 池浦町2T「目486二
!:
虫 取 遺 跡 立 会 調 査

住宅建設工事によるもので、基礎掘削が浅い

ため遺構・遺物等は認められず。

6・ 4
-10

北豊中町2丁 目986-11
-12
豊 中 遺 跡 発 掘 調 査

住宅建設に先立つ調査で、遺構は認められず

土師器・須恵器・瓦器出土。(8707)

6・ 8 北豊中町2丁 目1-14 七 ノ坪 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構 。遺物等は認められず。

6 ,18 曽根町1丁目12 池上・曽根遺跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

6 ・20 宮町32-3 池 浦 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、遺構・遺物等Iよ

認められず。

7・ 4 北豊中町3丁 目979-26 豊 中 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

7・ 4 宇多1051-6 虫 取 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

7 ・16 下条町5-21 東 雲 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

7 ・24 我孫子54-1 穴 田 遺 跡 発 掘 調 査
事務所建設に先立つ調査で、遺構・遺物等は

認められず。(8708)

7 ・24 我孫子231-3 虫 取 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構 。遺物等は認められず。

8・ 8 北豊中町2丁 目984 豊 中 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

8 ・ 11 北豊中町2丁 目986-8 豊 中 遺 跡 発 掘 調 査
店舗建設に先立つ調査で、遺構・遺物等は認

められず。(8709)
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月  日 調 査 地 番 遺 跡 名 調 査 内容 備     考 (調査番号 )

8 ・29 曽根町1丁 目141 池上・曽根遺跡 発 掘 調 査
共同住宅建設に先立つ調査で、遺溝は認めら

れず。上師器。須恵器・瓦出上。(8710)

9,7 東雲町63-6 東 雲 遺 跡 発 掘 調 査
事務所建設に先立つ調査で、遺構は認められ

ず。土師器出土。(8711)

9。 9 東豊中町1丁 目967
一
　

一
豊 中 遺 跡 立 会 調 査

住宅建設工事によるもので、遺構 。遺物等は

認められず。

9 ・10 虫取23-ユ 虫 取 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

9 。 11 下条町614-19 池 浦 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、遺構・遺物等は

認められず。

9 。11 東雲町4-14 東 雲 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

9 ・12 下条町16-1 池 浦 遺 跡 発 掘 調 査
事務所建設に先立つ調査で、遺構・遺物等は

認められず。(8712)

9 。19 曽根町2丁 目15-27 池上・曽根遺跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

9 。21
kl文 41-1、 45、 46卜 1、 79、 80
我孫子 260、 261
池浦601

虫 取 遺 跡 発 掘 調 査
宅地造成に先立つ調査で、遺構 。遺物等は認

められず。(8713)

9 ・ 22 豊 Hコ 407-3、 411、 412-3 豊 中 遺 跡 発 掘 調 査
倉庫建設に先立つ調査で、遺構は認められず

土師器 。須恵器・瓦器出土。(8714)

9 。24 尾井千原
i:,三 ::

大 園 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

9 ・ 26 千原町2丁目】 池上・曽根遺跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

10・ 12 東豊中HJl丁 目
||:三〔

豊 中 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

11 ・ 9 宮町32-1 池 浦 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

11・ 10 東豊中町1丁目64-1 豊 中 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、遺構・遺物等は

認められず。

11・ 10

∫
12・ 27

東豊中町2丁 目-959 豊 中 遺 跡 発 掘 調 査
店舗建設に先立つ調査で、古墳時代の竪穴住
居址 。掘立柱建物跡・濤等検出。上師器・須
恵器・瓦器出土。(TO-33)

11 ll 森町2丁 目217-4 池上・曽根遺跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、遺構 。遺物等は

認められず。

11 ・ 14 北豊中町2丁 目982
一
　

一
豊 中 遺 跡 発 掘 調 査

駐車場造成に先立つ調査で、遺構・遺物は認

められず。 (8715)

11 ・ 19 北豊中町1丁 目547-4 七 ノ坪 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、遺構・遺物等は

認められず。

11 ・27 池浦町4丁 目169-ユ 池 浦 遺 跡 発 掘 調 査
体育館建設に先立つ調査で、遺構は認められ

ず。弥生土器・土師器・須恵器・瓦器出土。(8716)
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月  日 調 査 地 番 遺 跡 名 調 査 内容 捕 考 (調査番号 )

12・  2 爛晒1武 池上・曽根遺跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

12・  9 下条町3-17 池 浦 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構 。遺物等は認められず。

12・ 11 曽根町1丁 目5-16 池上・曽根遺跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

12・ 23
∫
1 ・21

1ヒ豊中町1丁目
ti:三 :

七 ノ坪 遺 跡 発 掘 調 査
共同住宅建設工事に先立つ調査で、古墳時代

の濤 1条検出。土師器出土。(HI-3)

12・ 29 豊中699-3 穴 師 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

12・ 29 豊中699-3 穴 師 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

12・ 29 豊中699-3 穴 師 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

1 ・ 11

40
東豊中町3丁 目411、 2

47
豊 中 遺 跡 立 会 調 査

事務所建設工事によるもので、遺構・遺物等

は認められず。

1 ・ 22 綾井17 大 園 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物等は認められず。

1 ・26 森町1丁 目53
一
　

一
池上・曽根遺跡 立 会 調 査

住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

2・ 1 豊中858-5 豊 中 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

2・ 1 我孫子525 薬 師 寺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、遺構・遺物等は

認められず。。

2 ・ 12 下条町248-8 池 浦 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、遺構・遺物等は

認められず。

2 ・ 15 我孫子
|!i三 :｀

 ~3
板 原 遺 跡 発 掘 調 査

駐車場及び資材置場建設に先立つ調査で、遺

構は認められず。土師器・瓦器・白磁出土(8801)

2 ・ 25 炉こ日ヨ205 板 原 遺 跡 発 掘 調 査
住宅建設工事に先立つ調査で、遺構・遺物等

は認められず。(8802)

表 4 昭和61年度調査一覧表 (追加分 )
(昭和62年 3月 1日 ～昭和62年 3月 31日 )

月  日 調 査 地 番 遺 跡 名 調 査 内容 備 考 (調査番号 )

3・ 3 豊中266 豊 中 遺 跡 立 会 調 査
ガス管埋設工事による掘削で、観察の結果遺

構・遺物は認められず。

3 ・ 11 北豊中町2丁 目984-34 豊 中 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。

3 ・ 17 下条町614-83 東 雲 遺 跡 立 会 調 査
住宅建設工事によるもので、基礎掘削は盛土

内におさまっていた。
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第 2章 地理・歴史的環境

第 1節 地理的環境

大阪府泉大津市は、大阪平野南部 (泉州地域 )の海岸部に位置する。市の西側は大阪湾に面し、

北側は高石市、東側は和泉市、南側は大津川を挟んで泉北郡忠岡町と接している。そして、低位

段丘、海岸砂礫堆及び後背低地の上に立地し、山間部を有しない。市の面積は11.68k m2、 人口は

69,142人 (昭和63年 2月 1日 現在 )と 小規模な存在であるが、昭和17年には、府下で 7番 目に市

制が施行され、早 くから開けた地域でもある。

市を南北に横切って、私鉄南海電鉄本線とJR阪和線が約 2 km離れてほぼ平行に走り、大阪と

和歌山を結んでいる。南海線では北側より、北助松・松之浜・泉大津の 3駅があり、急行の停車

する泉大津駅は、難波駅より所用時間約20分 と近距離にある。

この鉄道と平行して、市内西部の海岸沿いを、府道堺阪南線と大阪臨海線が、又、東部を国道

26号線 (旧第 2阪和国道 )の道路が延びている。さらに市内の東西を結ぶ道路 として、府道松之

浜曽根線・松原泉大津線・泉大津粉河線・市道泉大津中央線があり、道路網は縦横にめ ぐってい

る。泉大津市の市街地は、南海電鉄本線と府道界阪南線に沿って、明治以降、商工業用建物と住

宅 とで形成されてきた。市の東部は、水田地帯が広が り、農村集落がみられたが、昭和45年に大

阪で開催された日本万国博覧会を契機に、商業都市大阪のべ ノヽドタウンとして泉州地域が注目さ

れ、宅地開発の波が押し寄せた。更に、第 2阪和国道の建設と、それに伴う土地区画整理事業が

実施され、市街地化が進行している。こうして市域全体が市街化区域となり、市内に20数個あっ

た溜池も、その大半が埋め立てられ、住宅・団地・工場 。公園・学校・公民館などの用地に転用

されている。

この地域の地場産業の一つに、毛布・ニットを中心 とする織物工業があり、特に毛布の生産高

は全国の96%を 占めている。又、近年、海岸側が堺・泉北臨海工業地帯として埋め立てられ、工

場や倉庫が建ち並び、九州小倉と結ぶカーフェリーが発着するなど、港湾の都市 としても発展し

つつある。

さらには、泉州沖の関西国際空港建設に伴って、空港貨物基地誘地、産業廃棄物処理のフェニ

ックス計画や、泉大津駅東側の再開発計画など新たな発展を目指 している。
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i士詩ギ五十七

真勢 i騒
第 1図  遺 lMI分布 図  1 大園遺跡  2 森 遺 跡  3 牛 滝 塚  4 助松遺跡  5 池上・曽根遺跡

6 豊中遺跡  7 七ノ坪遺跡 8 穴師遺跡  9 池浦遺跡  10 東雲遺跡
■ 薬師寺跡  12 穴田遺跡  13 板原遺跡  14 虫取遺跡  15 大福寺跡
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第 2節 歴史的環境

泉大津市が所在する泉州地域は、大阪平野の南部に属し、気候は温暖であったため古 くから生

活の場 。生産の場 として開けていた。それは、市内各所に所在する遺跡の数からも首肯される。

現在、市内には、大園、豊中、板原、池上・曽根、池浦、虫取、東雲、七ノ坪、穴師、穴田とい

った集落遺跡や、穴師薬師寺、大福寺などの寺院跡、又、考古学的に確認されていないが、千原

城、刈田城、真鍋城、城の山等の城址が先人の足跡として残されている。これら市内の遺跡を中

心に、周辺の遺跡にも言及しながら、この地域の歴史的環境の概略を以下に述べていく。

-1日 石 器 時 代―

泉大津市内では、現在のところ旧石器時代に属する遺物は発見されていない。泉大津市・和泉

市・高石市の 3市にまたがる大園遺跡の段丘上より、後期旧石器時代のナイフ形石器と、旧石器
①

終末期より組文時代草創期・早期の有舌尖頭器が出上している。又、隣接する和泉市の大床遺跡
②

からは、サヌカイ ト製のナイフをは じめ、石核・手J片約 30イ固が検出された。和泉市伯太北遺跡
③

和気遺跡、界市野々井遺跡・百舌鳥本町遺跡、岸和田市西山遺跡 。琴山遺跡・葛城山頂遺跡・海

岸寺山遺跡等で、旧石器時代に属すると思われる石器や系J片の出上がある。以上の遺跡は、段丘

上や丘陵上に立地するという特徴をもっており、人々の行動の範囲を示している。

一縄 支 時 代―

泉大津市においては、現在のところ紀文時代の明確な遺構は検出されていないが、板原遺跡で

は、後期の中津式を伴う自然流路や福田KH式の遺構面、晩期の濤状遺構やピット等が報告され
④                                  ⑤

ている。又、豊中遺跡でも埋積谷の旧河道内より中期末の上器片が発見されるなど、縄文人の存
⑥

在を窺わせる。虫取遺跡では、晩期に属する土器が、弥生時代前期中頃の土器 と共伴して出土し、

縄文文化から弥生文化への過渡期の様子を示す好資料を与えてくれた。

一 弥  生  時  代―

泉大津市池浦遺跡は、市内で最も古い弥生時代の遺跡の一つで、前期中段階に形成された集落

であり、低位段丘上に位置し、居住区は人工によるV字滞で限定されていたと思われる。この集

落は、短期間のうちにその生命を失ったようで、中期以降の上器は発見されていない。虫取遺跡

も人工の、V字濤が検出され、第 1様式新段階から第 2様式の土器が、晩期の紀文土器を伴って
⑦

大量に放棄 されていた。和泉市池上町か ら泉大津市曽根町にかけての池上 。曽根遺跡は、弥生時
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代の全期間を通 じて、集落の生成 。発展過程を知らしめる遺跡である。それは、前期に集落が形

成され、中期にはその周囲を環濠が囲続し、後期になると分散の傾向を示し、やがて古墳時代の

集落へと移行する様子が発掘調査で明らかにされた。又、出土品は土器・石器・木器等厖大な量

で他地域の人々との交流を示すものもある。以上の重要性から昭和51年に史跡指定がなされた。

この時代の水田は、七ノ坪遺跡によって、畦畔の規模や取水方法等が知られる。他に遺跡として

の実態は不明であるが、中期の壺棺が出土した穴師小学校校庭遺跡や、有釣銅釧を出上しだ告池
⑩

遺跡 (昭和61年度より豊中遺跡に含まれる )、 砂丘遺跡かと思われる助松遺跡などがある。

一古 墳 時 代一

泉大津市においては乳在、古墳は存在しないが、古い地形図によると塚らしいものが見られ、

かつては存在していた可能性もある。又、東雲遺跡からは埴輪片が出上しており、古墳もしくは

祭万E遺跡との関連が考えられる。

集落遺跡は、昭和50年代に平野部で行なわれた道路建設に先立つ調査で、急政に発見例が増加

した遺跡である。泉大津市における遺跡も例外ではない。古墳時代初期に属するものとして、豊

中遺跡・七ノ坪遺跡・東雲遺跡があり、竪穴住居で集落は構成されている。七ノ坪遺跡は、この
⑪

住居 と共に、弥生時代からの伝統的墓形態である方形周濤墓や土拡墓 も発見されており、高塚墳

墓の被葬者と階層的差異によるものか、あるいは文化の相違に由来するものなのか問題となると
⑫

ころである。この外、水田跡も検出され集落の一つのまとまりを示している。又、遺物散布地と

して、板原遺跡 。虫取遺跡・助松遺跡・穴師遺跡などがある。

一飛鳥・ 白鳳・奈良・平安時代―

泉州地域は河内国に属 していたが、奈良時代には独立して和泉国府が置かれた。泉大津の浜は

小津の泊として紀貫之の「土佐 日記」にも見られ、国府の港すなわち国府津 (津 とは港のこと)

として、現在も高津町にその名を残す。国府と国府津を結んだと思われる勅使道に沿って形成さ

れた集落として東雲遺跡があり、掘立柱建物が10数棟検出されている。出土遺物により、それら

の建物は奈良時代から鎌倉時代初期までの間に属し、主軸方向が異なることや重複することで何

度も建て直されていると考えられる。

豊中遺跡から、平安時代後半に属する方形井戸が 1基検出され、井戸内には「田井」「田井殿」

と高台部内側あるいは休郡外面に墨書された内面黒色土器や、灰釉陶器・土鍋・土師器杯が埋め

られ、井戸の機能イよ失なわれてい理

白鳳時代創建 とされる泉穴師神社、その神宮寺として栄え、崇敬を集めた穴師薬師寺の跡や豊
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中遺跡からは、平安時代末以降の瓦が出上している。穴師薬師寺は、宝亀年中に大津浦に流れつ

いた木像の薬師如来を、穴師村に草堂を建てて安置したのに始まり、平安時代の中頃に大規模と

なり、代々の天皇より綸旨院宣が下された寺院である。基壇が発掘され、「穴師堂」銘瓦や宋銭

が出上している。豊中遺跡内には「大福寺」の小字名が残り、これは江戸時代まで存続した寺院

である。板原遺跡からは平安時代の掘立柱建物が検出されている。遺物散布地として、穴師遺跡

や虫取遺跡。大園遺跡があげられる。

一鎌倉時代・室町時代―

泉大津市内における中世の遺跡として、まず東雲遺跡があげられる。この遺跡は平安時代に始

まり、鎌倉時代初期に至る掘立柱建物で構成される集落遺跡である。古池遺跡から、鎌倉時代の

⑭                   ⑮
倉庫等の掘立柱建物、板原遺跡からも同時代の掘立柱建物 7棟が、又、七ノ坪遺跡からも小濤群

とピットが発見されている。豊中遺跡においては、土釜 (羽釜)や曲物を井筒とした井戸、河原
⑮

石組の井戸などから、瓦器椀、瓦質羽釜、瓦質練鉢、瓦、土師質小皿などの遺物も多数出土して

いる。しかし、建物跡となると、特に鎌倉時代後半から室町時代にかけては、今のところ 1例 も

確認されていない。その理由は、地面の削平によるものなのか、建物の基礎構造が痕跡を残さな

いものなのかのいづれかと思われるが、断言はできない。穴田遺跡は、土釜を積み上げた井戸の

発見によって昭和31年に周知された遺跡であるが、その実態は不明である。遺物散布地として、

虫取遺跡・穴師遺跡・池上 。曽根遺跡などがある。
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第 3 垂早 発掘調査報告

第 1節 池上・曽根遺跡

I 調査に至る経過

池上・曽根遺跡は、和泉市池上町に於て、水田や、その上を使用した土塀に、石器や土器片が

見られることで、古 く明治時代から有職者には知 られていた。又、戦後、市営住宅の建設や府営

水道の水道管埋設工事により、緊急調査が行なわれ、住居址の存在から集落跡であることが報告

されたそ しかし本格的な調査が実施されたのは、昭和44年 ～46年にかけての第 2阪和国道建設に

先立っての発掘調査からである。その成果は、かねて考えられていた弥生集落の内容をはるかに

上まわり、その認識を書き換える必要を生 じせ しめたものである。それは、弥生時代前期に於け

る集落の生成から発展への過程、及び古墳時代集落への移行の様子を明らかにするものである。

その後の調査により、遺跡は和泉市のみでなく、泉大津市曽根町にまでイ申びていることがわかり、

その重要性から、昭和51年 4月 26日 、国の史跡に指定され、泉大津市、和泉市により、保存のた

第 2図
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め徐々に公有地化が進められている。又、その周辺部におても、府教育委員会をはじめ両市教育

委員会に於て、毎年発掘調査が実施され、遺跡の様子がより明らかにされつつある。

H調 査 結 果

第  1 地  点 (池園町111-5 調査番号8704)

住宅建設に先立つ調査である。敷地面積は 73.47∬ であ

る。

敷地のほぼ中央に、幅1.Om、 深さ1,Om、 長さ4.8mの規

模の調査拡を設定し、重機による掘削の後、入力により壁

面等を削り、断面観察を中心とした調査を実施 した。

層序は上部より、盛土約60cm、 耕土約20cm、 淡灰色粗砂

質±10～ 14cmで灰茶色粘質土となる。ほぼ水平な堆積状況

を示す。

遺構、遺物等は確認されず、写真撮影及び断面実測図を

作成し、調査を終了とした。

0             10             20m

第 3図 池上・ 曽根遣跡
第 1地点 掘削位置図

ｌ
ｆ
卜
下

1

2

3

3 淡灰色粗砂質土
4.灰茶色枯砂土

0          1          2m

第 4図 池上・ 曽根追跡 第 1地点調査拡断面図

第 2 地 点 (曽根町1-141 調査番号8710)

共同住宅建設に先立つ調査である。敷地面積は、710.80∬である。

敷地の中央西寄 りに、幅 1,2m、 深さ0.9～ 0.5m、 長さ9,Omの規模の調査拡を設定し、重機に

土
土

名

盛
耕

位

１
２

層

-12-



よる掘削の後、入力により壁面等を削り、断面観察を中心とした調査を実施した。

層序は上部より、耕±35cm、 旧耕±10cm、 床± 5～ 10oulで灰色粘質土となる|。 ほぼ水平な堆積

状況を示す。最下層の灰色粘質土においても遺物を含むため地山面はさらに深くなると考えられ

る。

第 5図 池上 。曽根遺跡 第 2地点 掘削位置図

層 位 名
1.耕
2.床

±  3,「H 耕 土
±  4.灰色粘砂土 (マンガン混入)

第 6図 池上・ 曽根遺跡 第 2地点 調査拡断面国
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遺物は、主 として灰色粘質土から須恵器、土師器、瓦の小片が出土した。遺構は確認されなか

った。現状では、基礎掘削は、包含層の上層で終わることとなるため写真撮影及び断面実測図を

作成し、調査は終了とした。

第 2節 豊中遺跡

I 調査に至る経過

泉大津市豊中・北豊中町及び東豊中町一帯に所在する豊中遺跡は、昭和30年代中頃に発見され
⑭

た遺跡であるが、国道26号線及び土地区画整理事業の完成に伴い、開発行為が増加し、現在まで

に市内で最も数多くの発掘調査が実施されている。その調査結果の概略は次のとおりである。

まず縄文時代後期の土器が、埋積谷の旧河道砂礫層内より発見されている。この層内上部には、

土師器や須恵器が含まれており、平安時代位まで存続していたものと思われる。この部分は土地

第 7図 豊中進跡調査地点図

イ
岬
前
訓

中 ]
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区画整理が実施されるまで溜池であったが、それが築造されたのは、鎌倉時代かもしくはそれに

近い時期 と考えられる。このほか、古墳時代の集落が確認されている。集落は、竪穴住居と掘立

柱建物とで構成されており、数棟単位で 1グループをなしている。このようなグループが数ヵ所

にあり、庄内式土器～布留式土器にかけての時期に属するものである。又、平安時代中頃の井戸

や、鎌倉時代から室町時代に属する井戸等も検出されている。

H調 査 結 果

第  1 地 点 (北豊中町2-986-10、 ■、12 調査番号8707)

住宅建設に先立つ調査である。敷地面積は1,771.63m2でぁる。

敷地のほぼ中央に、幅1.3～ 1.7m、 深さ0.3～ 0.8m、 長さ7.4mの規模の調査城を設定し、重機

による掘削の後、人力により壁面等を削り、断面観察を中心 とする調査を実施した。

層序は上部より、耕土約20cm、 床± 4～ 6 cm、 灰黄色± 6～ 10cm、 責灰色± 4～ 6 cm、 灰色粘

質±14～ 16cm、 暗灰色粘質±12～ 20cmで灰茶色砂質土となる。

灰責色上、責灰色上、灰色砂質上において平面的に遺構検出を行ったが遺構は確認されなかっ

た。なお灰黄色土より上師器、須恵器、瓦器が、また黄灰色土より上師器、須恵器、灰色砂質土

より上師器がそれぞれ出上している。なおこれらはみな細片でかなり磨耗を受けているため、二

第 8図 豊中遺跡 第 1地点 掘削位置図
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位

１

２

３

４

５

６

７

層

　

　

　

　

　

一

名

耕

床

土

土

灰 黄 色 土

黄 灰 色 上

灰 色砂 質 土

暗灰色粘質土

灰茶色粘質土

m

第 9図 豊中遺跡 第 1地点 調査IPA断面図

次堆積によるものと思われる。

写真撮影及び断面実測図を作成して調査を終了した。

第 地 所黒 (北豊中2-986-8 調査番号8709)

店舗建設に先立つ調査である。敷地面積は991.735爾 である。

敷地のほぼ中央に、幅1.2m、 深さ0.5～ 0.6m、 長さ15.Omの規模の調査拡を設定し、重機によ

る掘削の後、人力により壁面等を削り、断面観察を中心とする調査を実施した。

層序は上部より、耕土約20cm、 床± 3～ 5 cmで、東部においては灰色砂礫層に、西部では責灰

色砂層となる。

耕上、床上下は、すぐに砂、砂礫層という脆弱な層であるため遺構面は構成されないものと思

われる。また遺物等の出土もないため、写真撮影及び断面実測図を作成し調査を終了した。

第 地  月黒 (豊中町407-3、 411-2、 412-3 調査番号8714)

倉庫建設に先立つ調査である。敷地面積は731.98m2で ある。

敷地】ヒ辺の建物の基礎にあたる部分に、幅1.2m、 深さ0.4m、 長さ7.Omの規模の調査城を設定

し、重機による掘削の後、人力により壁面等を削り、断面観察を中心とする調査を実施した。

層序は上部より、耕±25～ 30cm、 床± 2～ 5 Cmで灰褐色土となる。またトレンチ西側部分にお

いて攪舌とがみられる。なお灰褐色砂質土中より瓦器、土師器、須恵器片が散見されたが、いずれ

も磨耗が激しいものであった。
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遺構等は検出されず、包含

層が確認されたものの遺物の

混入は希薄であり、また建物

の基礎 もこの包含層のごく上

層でおさまることなどから、

写真撮影及び断面実測図を作

成して調査を終了した。

第12図 豊中遺ltl 第 3地点 掘削位置図

4 灰褐色砂質土
5 盛    土

o          1          2m

第13図 豊中遺跡 第 3地点 調査lFA断面図

第 地 点 (北豊中町2-982 調査番号8715)

駐車場造成に先立つ調査である。敷地面積は1,578,Om2である。

敷地中央やや東寄 りの部分に、幅 1.Om、 深さ0.8m、 長さ8.2mの規模の調査城を設定し、重機

による掘削の後、入力により壁面等を削り、断面観察を中心とする調査を実施 した。

層序は上部より、耕±15cm、 床± 5 Cm、 灰責色±30cm、 暗黒色±10～ 28cmで黄灰色土となる。

また、 トレンチ中央部において床土直下より切 り込む井戸状の攪乱がみられた。

遺構、遺物等は検出されなかった。当該地は、豊中遺跡の南端に位置するが、この周辺におい

土

土

上耕

名

耕

床

旧

位

１

２

３

層
一
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第14図 豊中進跡 第 4地点 掘削位置図

5 灰黄色土
6.暗黒色土
7.黄灰色土
8,攪  乱0          1         2m

第15図 豊中遺跡 第 4地点 調査IFA断面図

ては、地表下数10Cmで遺構面を構成しない暗黒色土、灰責色上が堆積しているようである。

については、区画整理時に埋められた井戸であろう。

盛土工事であるため、写真撮影及び断面実測図を作成して調査を終了した。

第 地  点 (東豊中町 2丁 目959-5 調査番号 TO-32)

店舗建設に先立つ調査である。調査期間は昭和62年 1月 21日 ～ 2月 22日 までの前年度であるが

整理を本年度に実施したので、本書にて報告する。敷地面積は 649m2、 調査面積は、建築位置に

約316m2(1l m× 287m)と した。

一―…………
1

土

土

土

土床

名
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床

床

旧

位

１

２

３

４

層
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上記の大きさに調査範囲を設定し、掘削土置場の関係から 2回に分割して調査を実施する。ま

ず最初、重機により盛土 (約80～ 100Cm)、 旧耕土 (約30～40cm)を 除去し、その後人力にて約 10

～20cm削平すると、西側へ行 くほど厚 くなる暗灰色粘質土層となりこの上層で濤が 1条 (濤 1)

検出された。更に10Cmほ ど掘 り下げると、住居址などの存在する最終遺構面となる。この遺構面

は東側が責灰色砂質土であるが、西へ行 くにしたがって、灰黄色砂質土となり、遺構が検出しに

くくなる地層だった。目立った遺構 としては竪穴住居址 2軒、濤 2条、大ピット1個、井戸 1基

である。以下個々の遺構について記述する。

国道26号線

TO-32

0              10 20m

第16図 豊中遺跡 第 3・ 6地点 掘削位置図
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層 位 名

1.襲― 土
2.塞  ■,

(脚學響嘲
3.耕  主

4.灰泰色砂質土
5.資 痰1毎 |工 .

6.藍ば紫魯土
イ.灰茶魯砂礫長,土

第11薗 菌 壁 断 面 図
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構遺

竪穴住居址 1(第22図 )調 査地の東部に位置する方形の住居址である。南辺約半分 と西辺のみ

が検出され、残 り部分は調査区域外に出る為、正確な数値は不明であるが、約 7.5m× 9mの規

模の比較的大きな住居である。西辺に平行して、幅約1.lm、 高さ約10Cmのべ ノヽド状遺構が見られ、

北側で北辺に沿って曲る。 L宇型あるいはコの字型を呈する遺構 と思われる、床面との境に幅約

16Cm、 深さ床面より約 7 cmの規模の濤が見られた。周濤は南辺で約 10Cm、 西辺で約30cm、 深さは、

床面より7 cmであった。また南辺の中央と思われる位置に約70Cm× 90cm、 深さ約25cmの貯蔵穴と

考えられる施設があり、土師器や木片が埋まっていた。この遺構の手前10Cmの位置の床面に、長

さ約40Cm、 幅約 6 cm、 深さ約 2 cmと 、右側約30Cmの 位置に、長さ約90cm、 最大幅20cm、 深さ約 3

Cmの小規模な濤状の掘 り込みが見られた。南西隅に近い位置に、34cm× 42cm、 深さ約 7 Cmの ピッ

トが 1個検出され、柱穴と考えられる。壁の立ち上 りは、床面より約20cmである。西辺外側南寄

りに、約35Cm× 70cm、 高さ約 7 Cmのやや固くなった台状部が見られた。埋土は暗灰色砂質土であ

った。埋土中より布留式土師器片が出土した。

第22図 竪穴住居址 1
0          1         2m
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一

第23図 竪穴住居址 1 貯蔵穴 0              5             10m

竪穴住居址 2(第 24図 )竪穴住居址 1の北西約 2m離れた位置にある、方形の住居址である。

その規模は、 6m× 6.4mのやや胴膨らみであるが、北辺と東辺が一部調査区域外に出る。南辺の

西寄りから西辺さらに北辺へと幅約 lm、 高さ約10Cmのベッド状遺構がみられた。コの字状もし

0                1o 20m
第24図 竪穴住居址 2
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くは完周しないが四辺に巡ると思われる。周濤及び、べ ノヽド状遺構 と床面との境の濤は存在しな

かった。又、貯蔵穴および柱穴も発見されなかった。ピット

6は 、その位置から判断して、関連のないものであろう。埋

土は暗灰色粘質上である。埋土中より布留式上器片が多数出

土した。 (A～ D)

清 1 調査地域のほぼ中央部に位置し、南北に流路をもつ

ものである。幅約40Cm～ 55cm、 深さ約13cm～ 25cmで、長さ14.8

mを 測り、更に北側及び南側に伸びる。南から北方向へ流れ

る濤で、灰茶色砂が内部にギッシリという状態で埋まってい

た。

溝 2 濤 1の東側約 3.5 Cmの 位置で、ほぼ平行して流れる

濤である。幅約30～ 40cm、 深さ約14～ 18Cm、 長さ約12mを

測り、南側へ続くが、北側は壁面にその断面は発見できなか

5m

第25図  ピツト2

った。濤が下流に行 くにしたがって浅 くなってきているの

で、その痕跡が削平された可能性がある。竪穴住居l■ 2を

横切るものである。

ビット2(第 25図 )灰 責色砂質土面に、直径1.35m、 深

さ約25Cmの規模のもので、底部は凹凸をなしている。暗灰

黄色粘質上の埋上に、土師器片や炭片が混じっているが、

用途不明である。

井戸 (第26図 )竪 穴住居址 2及び濤 2が埋没後掘削され

た井戸である。直径約66cmの掘 り方に、深さ80cm以上で、

曲物 3段が残存している。上段は直径42Cm、 高さ25cm以上、

中段直径 35Cm、 高さ18cm、 下段直径30cm、 高さ19Cmと なり、

中段 と下段の境付近内部に瓦質小皿 2枚 と瓦器椀破片 1′ミ

(第27図 )が、又最下段の裏込部に須恵器片 1点が検出さ

れた。

竪穴住居址 1・ 2よ り布留式上師器片が多数出上したが、

いずれも破片のみである。(A～ D)井戸より瓦質 1皿 2枚

物遺

0         5m

第26図 井  戸
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が完型品として出土している。

壺 (A・ B・ C・ D)

Aは 、広口壺である。頸部は直立して口縁部で外

反 した後、端部を九 くおさめている。器壁は厚 く黒

斑がみられる。 BoC・ Dは 、二重回縁とである。

Bは 、ゆるやかに外反する頸部 とほぼ同じ角度で外

反する口縁部の内外面に 7～ 8条の櫛描波状文を施

す。 Cは、斜め上方にのびる口縁部に、Dは、頸部

が横方向にのびた後、ゆるやかに外反する口縁部に

円形浮文をそれぞれ施している。

瓦質小皿 (E・ F)

Fは底部はほぼ平らで、口縁部は斜め上方にまっ

す ぐのびる。日縁端は九 く、内側に 1条浅い沈線が

巡る。底部は内外面ともヨヨヘラミガキ、口縁部は

内外面 とも回転ヘラミガキである。色は黒色で、大

粒の砂が胎土に混じる。 Eは 、底部 と口縁部の境目

がな く、九底で、口縁部の立ち上 りは低い。口縁端

部は九 くおさめられている。底部外面は指押え、内

面はヨコナデ、日縁部内外面は回転ナデとなってい

頂
匡

評

巫

軒

三

誘

豪 房

夕

D

0                 10               20cm

第27図 出 土 遺 物

る。色は▼し茶色で、一部内外面は黒色である。胎土は精良で、小量の微砂粒を含む。

ま と め

当該地付近は、古墳時代前期の竪穴住居が、比較的数多く見られるところであるが、数軒以内

の建物で 1グループをなしている。今回検出の 2軒は、方向や埋土中の上器等から判噺して、同

時期のものであろう。いずれも形態こそ違えベ ッド状遺構を有している。住居址 1の貯蔵穴とお

ぼしき遺構の付近に小さな濤状の掘 り込みが見られた。おそらく、板状様のものを立て、周囲か

ら画していたと思われる。濤 2は 、竪穴住居址 2が廃絶後に掘削されたものであるが、濤 1も ほ

ぼ同時のものであろう。ただし埋砂中には、遺物は発見されなかった。井戸は中世のもので、曲

物を積み上げて井戸枠となした形態は、豊中遺跡では普遍的に見られるものである。

0,
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第
16 
地 点 (東豊中町2-つ59 調―査需 TO‐33)

店舗建1設に先立つ調査|であるこ調査期間,よ昭和624■1月 10Hヽ 12月 26Hまでである。敷地面積

は、900すである。

建築予定―地の企域にあたる部分を調査対象とし、そこに-19X224の調査漱を設定した。なお後

に遺構の検出に伴ない面積を拡張した。

調査はまず重機により耕土 (10-15cm)、 盛土.(40～ 50Cm)、 十日MEL(2cm)、 1廉茶色上のィ部を

除去し、その後、人力掘剤によって遺構を検―出しながら調査拡北部で責灰色土、南部で晴灰魯土

まで下
-1ず

ていった。

日だった追構|.と しては、肇え住居址8軒、孤立柱建物1棟、ビツト、大ピット各 1、 薄1.河

'lTI状

遺構などで、他に導数条、ビット20ほどがある。
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構遺

1号竪穴住居址 (第 31図 )調 査地の西部に位置する方形の住居址である。約%が検出されたが

プランはさらに西側へのびる。一辺約 4mほ どの規模をもつ。壁高は検出面より浅いところで 7

Cm、 深いところでも15cm程度と遺存はよくない。壁に添って深さ床面より (以下同)3 cm前後、

幅 10～ 15Cmほ どの濤が断続的に周る。主柱穴は 2個確認された。どちらも直径 20cm、 深さ10数 cm

をはかる。ほかに壁ぎわに直径数cm、 深さ10cmほ どの月ヽピットが 9個、不定間隔に検出された。

また、南辺の西寄 りには120× 70cm、 深さ40cmの貯蔵穴と考えられる施設があり、土師器片が出土

している。断面等の観察から住居址内中央部埋土上層において焼土塊などを含む浅い凹みが検出

9    1      1          ?m

樽呻呻叫呻

名

灰
黄
灰

暗

位

Ｌ
Ａ

３
．
生

層

一

第31図 豊中遺跡  1号竪穴住居址
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されており床の貼 り替え、嵩上げなどが行われたとも考えられる。

2号竪穴住居址 調査拡南西隅に位置する方形の住居址である。プランはさらに調査城外への

びる。一辺約 4～ 5mの規模をもつものと思われる。壁高は20cmほ どが確認された。東部分にお

いては遺構面と埋土 との区別が非常に困難である。南辺のほぼ中央においてカマ ド状の遺構を検

出した。(第 32図 )こ れは、焼上が馬蹄形に残存しているもので中央にも若子の高まりがみられ

た。断ち割ったところ一周 り大きな掘 り込みを行ったうえに構築されていることがわかった。ピ

ットは 2個検出され、小型高杯等が出土したが、主柱穴は確定できなかった。

……… b

層 位 名
1 院  土
2 灰黄色土
3 黄灰色土
4.灰 色 土
5,黄灰色土
6 淡黄灰色砂質土ブロック

第32図 豊中遺Lt1 2号竪穴住居址カマ ド状遣構

3号竪穴住居址 調査城西壁ぎわにコーナー部を検出した。断面観察によると北辺にべ ノヽド状

遺構をもつようである。
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掘立柱建物 (第33図 )一 部で竪穴住居址 1を切る東西 2間、南北 1間の建物である。柱間寸法

は桁2,9m、 梁問2.8mで あり棟持柱の痕跡は検出されなかった。柱穴は楕円～円形のもので構成

され柱痕は検出されなかった。なお棟方向は東西軸で北に20°傾いている。

駕⊆) ―
も

♀ .  1    ` I          ?m

第33図 豊中遺跡 掘立柱建物

ピット2 調査城北部に位置する50× 35Cm、 深さ23cmほ どの楕円形のピットである。このピッ

トを図むように直径 8～ 10cm、 深さ10cmほ どの小ピット8個が「コ」字型にめ ぐる。埋上には灰

んヾ混っていた。

大ピット 調査拡中央に位置する4.0× 3.5m、 深さ50cmほ どの大ピットである。埋土は粘土ブ

ロック混りの土で一度に詰まっている。新しい時期の遺構と思われる。

溝 1 調査城内を、ほぼ南北方向にはしる幅60Cm、 深さ30～ 40cmほ どの断面 U字型を呈する滞

である。西端部において河川状遺構に流れこむ。

ｃ

‐

④

∩∨　‐
ｄ
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河川状遺構 大きくは、調査区東%ほ どが流路の中に含まれるようである。とくに北東部にお

いて暗灰色シルト、青灰色砂などの堆積により明瞭に検出されるものである。

菱 (1。 2)

休部に特異な叩き目をもつ甕である。(1)、 (動は同一個体であると思われる。口縁部は、短か く

外反気味にのび、端部は九 く肥厚する。体部外面には、綾杉文状の叩きを施こす、また内面には

ヘラ削 りが行われ頸部内面には稜をもつ。器壁は薄 く2～ 3 mm程度である。体部中ほどから下半

にかけてスス状の炭化物が付着している。

台付範 (3)

外面全体にやや粗いハケロがみられる。脚台は、わずかに膨みをもちながら斜め下方へひらく。

端部は内側に折 り込まれ強い横ナデにより肥厚させ られている。また内面上部には甕底部 との接

合のために若千の粘上が詰められている。器壁は薄 く焼成は良好であり脚台部に黒斑を有する。

胎土には細かい砂粒が多量に含まれ他の遺物と異質である。東海系の S字型口縁壺になるものと

第34図 豊中遺跡  出土遣物
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思われる。

壷 (4)

平底の壼である。体部は内鸞して立ち上がる。外面にナデ、内面に指圧痕をのこす。かなり磨

耗をうけてお り、細部観察は困難である。黒斑を有する。

壺 (5)

やや小型の直口壷かと思われる。口縁部から頸部にかけて残存している。日縁部は、内彎気味

にのび、端部はほぼ上方に丸味をもっておわる。内外面ともに日縁部から頸部に維方向のヘラ磨

きが密に施され回縁部は横ナデが行われている。

高杯 (6)

低脚高杯の脚台部である。短かい脚柱部 とほぼまっす ぐに斜め下方へ広がる裾部をもつ。端部

は水平におさめ られている。内外面ともナデ調整のほか外面全体にヘラ磨きが行われている。ま

た裾部に 3ヶ所の透孔を穿っている。

高杯 (7)

やや内彎気味の口縁部をもつ小型高杯である。杯部は深 く椀状を呈する。台部は下方へふんば

る形をなし、端部を丸 くおさめる。全体に磨耗を受け細部観察は困難であるが、杯部下半から脚

台部上半にかけて才旨圧痕を残す。

小型ナイフ型石器 (8)

白色のチャー ト製の小型ナイフ型石器である。両側面においてほぼ全体に刃部を作 り出してい

る。また刃部は、表・裏面よりの刃潰しがみられる。

ま と め

今回の調査では、調査城西部において竪穴住居址、掘立柱建物、東部において河川状の堆積を

検出した。

竪穴住居址はいずれも布留式上器片が出上しており、隣地のTO-32地点で検出された住居址

群 と同時期のものと考えられる。また 2号竪穴住居址のカマ ド状遺構については、残存が悪いた

め明確に施設 として構築されたものか、焼上が集積したにすぎないものかについて判断しかねる

状態である。今後資料の増加 をまって検討 したい。

掘立柱建物については、出土遺物も少なく時期については確定しえない。このことは他のピッ

トについても同様である。うち大ピットについては、昨年度東雲遺跡で検出された電柱の掘 り方

と同じものであると思われる。

ピット2も 時期不明であるが、周囲の小穴の配置から覆屋状の施設が考えられる。
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調査城東半部においては、遺構検出面以下にも遺物を包含していたが、建物の基礎掘削におい

ても破壊の危険が少ないため調査は遺構面までにとどめた。

第 3節  虫取遺跡

I 調査に至る経過

泉大津市虫取の市立南公民館を中心に半径約 800mの範囲内で、土師器片や須恵器片が散布し

ており、虫取遺跡として知られていた。昭和53年、宅地開発に先立って発掘調査が、その費用を

原因者負担で府教育委員会によってなされた。初めての本格的な調査によるメスが入れられたの

である。その結果、縄文晩期の上器片をはじめ、弥生土器畿内第 I様式新段階の上器を包含する

土城、 6世紀後半及び10世紀後半の掘立柱建物跡等が発見され、弥生時代前期、古墳時代前期、

平安時代中頃の集落が存在していたことを明らかにした。

その後、昭和54年に、この遺跡内に所在していた諸瀬池が、小学校 (況楠小学校)建設のため

埋め立てられることになった。池内の堤防沿いに須恵器片等が散布していたので、市教育委員会

で、池内の発掘調査を実施したのであるが、遺構は池底の改4笏等により削平されたようで残念な

がら発見されなかった。

朝
図
声
赳
・岡
脚

ｌｉ

ｌｌ‐

ト

ーーｉ

訂

第35図  虫取遺跡調査地点図
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昭和58年には、学校用地となった旧諸瀬池の堤防をコンクリー ト擁壁にし、その一部を壊して

市道が設けられるので、それらの工事に先立って発掘調査を実施した結果、人工 と思われる濤が

⑩
検出され、その濤内から、滋賀里式土器や長原式上器と共伴して、弥生土器第 I様式新段階の土

器が出土し、縄文時代 と弥生時代の接点を明らかにする好資料が得られた。

H調 査 結 果 、45、 46-1、  79、 80、 我孫勇懸懇塊η::)

宅地造成に先立つ調査である。敷地面積は50,207.Om2で ぁる。

敷地内にA、 B、 Cの 3ヶ所の調査拡を設定した。各調査拡の規模はそれぞれ、A城幅1.Om、

深さ0。 7～ 0.8m、 長さ3.2m、 B城幅1.Om、 深さ0.6m、 長さ3.Om、 C城幅1.Om、 深さ0.8m、

長さ3.2mである。各拡とも重機による掘削の後、人力により壁面等を削り、断面観察を中心とし

た調査を実施 した。

層序は各拡とも上部より、耕±20～ 30cm、 床± 5～ 12cm、 をへてA拡では灰褐色砂質±30～ 45

Cm、 暗灰色粘±30cmで砂層となり、B拡では責褐色土と灰色砂の互層35cm～の後砂層となり、C

拡では黄灰色粘土となる。

Om

第36図 虫取追跡 掘削位置図

一

一

４

６

町
町
取
浦
虫
池
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過去西側隣接地において、かなりの濃厚な遺物包含がみとめられたものの当該地においては、

包含層は存在せず、耕土、床上下は、いずれも砂質土、砂、粘土層などがつづいていた。なお砂

層は西に向ってやや低 くなりながら堆積するものと思われる。

遺構、遺物等が検出されなかったため、写真撮影及び断面実測図を作成し調査を終了した。

位

１

２

３

４

５

層 名

耕    土
床    土
灰褐色砂質土

灰 白 色 砂

暗灰 色粘 上

第 37図

m

6.暗 灰 色粘 ±  ■ 暗 褐 色 砂
7.床   ±  12.床   土
8 黄 褐 色 ±  13.黄 灰 色粘 土
9灰 色 砂
10.黄 褐 色 砂

虫取遺 跡  調査 IFA断面 図

第 4節 板原遺跡

I 調査に至る経過

泉大津市板原の水田地帯は、市の南部に位置し、槙尾川
。松尾川の氾濫原を隔てて忠岡町と、

又、東側は和泉市肥子町と接している。昭和50年代の中頃までは、目立った道路もなく、条里制

施行の跡を示す水田が存在するのみであった。ここに於て、土地区画整理がなされ、第 2阪和国

道が建設されると、整然とした街路が縦横に走り、それに沿って新 しく開発が行なわれようとし
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ている。これらの工事に先立ち道路部分に於て発掘調査が実施されたが、特に第 2阪和国道部分
⑩

に於ては、多くの成果を得ることができた。

昭和52年に、豊中古池遺跡調査会の試掘調査により、第 2阪和国道部分より、紀文土器、須恵

器、瓦器、磁器等の破片が出上し、各々の時代に属する遺構の存在が予想された。それにより、

昭和54年度、府教育委員会が道路部分を全面調査した結果、縄文時代後期の自然流路及び土器、

晩器の濤状遺構、ピット等と土器が発見された。弥生時代の遺構は検出されなかったが、僅かな

遺物が出上している。古墳時代前期の遺構や井戸、平安時代の建物のほか、鎌倉時代には、小規

模な建物群が存在するなど、中世にまで及ぶ複合遺跡であることが判明した。
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第 2地′点
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第38図 板原遺跡 調査地点図
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H調 査 結 果

第  1 地  点 (我孫子町 109-1、 3、 110-1 調査番号8801)

駐車場および建築資材置場造成に先立つ調査である。敷地面積は2,540.0∬ である。

敷地の中央やや北東寄 りに、幅0,9m、 深さ0.8～ 1.Om、 長さ16.3mの規模の調査城を設定し、

重機による掘削の後、入力により壁面等を削り、断面観察を中心 とする調査を実施 した。

層序は上部より、耕±20cm、 床± 2 Cm、 茶灰色±10～ 15cn、 責灰色±10～ 30cm、 責色±20～ 40

cmで灰茶礫土に至る。ほぼ水平な堆積状況を示す。

茶灰色土、黄灰色土を中心として若干の遺物が出土した。黄色土は地山面になると思われるが

明確な遺構は存在 しなかった。わずかに中世以降の耕作痕 と思われるものがみられた。

当該地は、板原遺跡の西端に位置するが、ここでも遺物の散布が確認された。出土遺物は概ね

古墳時代～中世にかけてのものである。

工事は、盛土造成であり遺構、遺物への影響も少ないため、写真撮影及び断面実測図を作成し

て調査を終了した。

0             20            40m

第39図 板原遺跡 第 1地点 掘削位置図

―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

-44-



＝
驚
終
К

・０

引

ｄ

枢

・ｏ

坦
Ψ
К
檀

″
ヾ

引
劇
Ⅸ
撫

．
０

■
　
　
Ｋ

．
ヽ

＝

　

慈

．
一

襲

導

・凹

輛
＝
＝
＝
剤
＝
＝
＝
創

|

第1地点 調査拡断面国

-45-

第48図 板原遺跡



第  2 地  点 (穴田町205 調査番号8802)

住宅建設に先立つ調査である。敷地面積は413.Om2でぁる。

敷地内、南西寄 りの部分に、幅1.Om、 深さ1.2～ 1.3m、 長さ5.Omの規模の調査城を設定し、

重機による掘削の後、入力により壁面等を削り、断面観察を中心 とした調査を実施した。

層序は上部より、

耕±20cm、 区画整理

時の盛±25～ 32cm、

旧耕± 3 Cmで南部で

は、茶灰色砂質±70

～80Cmを へて青灰色

砂に、北部では褐灰

・灰褐色の砂利層の

堆積 となる。

当該地は、近年埋

立てられた池跡に隣

接 しており、地表下

数10Cmで砂、砂礫層

の堆積がみられた。

遺構、遺物等も検出

されなかったため、

第41図 板原遺跡 第 2地点 掘削位置図

写真撮影及び断面実測図を作成して調査を終了した。

土

土

土耕

名

耕

盛

旧

位

１

２

３

層

4 攪  乱   7.灰 褐色砂
5 茶灰色砂質± 8 青灰色砂利
6 灰褐色砂   9.青 灰色細砂

第 42図 板原遣跡 第 2地点
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第 5節 池浦遺跡

I 調査に至る経過

弥生時代前期中段階の集落として、池浦遺跡は知られているが、存続期間は短か く、前期の間

に衰退してしまうようである。その規模もさほど大きくはなく、現在の泉大津市立病院東側から

東へ 500mの範囲にかけてのみ、その時期の遺構・遺物が検出される。しかし人々が生活を営ん

だ住居の跡は、今のところ発見されておらず、集落を画すると思われる人工のV字濤及び、断定

はできないが、柱穴 と思われるピットが確認されているのみである。その次の遺物は古墳時代で、

既往の調査によると、砂利層や低湿地が確認されている。又、付近の水田には、須恵器や土師器

の破片が散布 し、その範囲は几そ800m× 400mと 広範囲にわたる。

占
い

＝
地

ｗ
第

条

ヽ

「

…
¬
コ

遇骨日性

共陽ギ沐`＼
第 3地点

第43図 池浦遺跡 調査地点図
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調 査 結 果

第 地 点 (池浦町4-689-4 調査番号8705)

住宅建設に先立つ調査である。敷地面積は475.86m2である。

敷地の中心部分に、幅1.Om、 深さ0.5～ 1.2m、 長さ33mの規模の調査銃を設定し、重機による

掘削の後、入力により壁面等を削り、断面観察を中心とする調査を実施した。調査拡の中央部に

おいて遺構が検出されたため一部拡張をおこなった。

層序は上部より、耕±20～ 30Cm、 床± 6～ 8 cm、 暗茶褐色±20cmで黄灰色礫混り上となる。

黄灰色礫混り上を遺構面 としてピットを検出した。このピットは、長径3.lm、 短径 1.6m、 深

さ0.2mの 楕円形を呈するもので、埋土中には弥生時代前期の上器が含まれていた。このほか、床

土などから土師器、須恵器、瓦器が出上している。

写真撮影及びピット平面図、断面実測図を作成して調査を終了した。

第44図 池浦遺跡 第 1地点 掘削位置図
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第  2 地  点 (下条町16-1 調査番号8712)

事務所建設に先立つ調査である。敷地面積は143.Om2である。

敷地内の建物予定地の一部に、幅1.2m、 深さ0,7～ 1.3m、 長さ6.7mの規模の調査城を設定し、

重機による掘削の後、入力によって壁面等を削り、断面観察を中心とした調査を実施した。

層序は上部より、盛±60Cm、 淡褐灰色±20cm、 責灰色±10cm、 灰褐色粘砂±20cmで灰色砂礫層

となる。かなりの部分が盛上下すぐに旧建物のコンクリー ト基礎となっている。

遺構、遺物等は確認されず、また全面に厚い盛土がおこなわれておりその下には粘質上、砂礫

の地積となるため、写真撮影及び断面実測図を作成して調査を終了した。

Om

第46図 池浦遺謝 第 2地点 掘削位置図

-50-



層 位  名
1.盛     ±  4.
2淡 灰 色 ±  5
3.黄灰色粘質土

灰褐色粘砂土

灰 色 砂 礫
0          1          2m

第47図 池浦遺跡 第 2地点 調査IFA断面図

第  3 地 点 (池浦町4-169-1 調査番号8716)

中学校体育館建設に先立つ調査である。敷地面積は994.Om2でぁる。

敷地内の建物予定地の一部に、幅08～ 2,Om、 深さ1.5～ 1.8m、 長さ5.5mの調査城を設定し、

こ

第48図 池浦遣跡 第 3地点 掘削位置図
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重機による掘削の後、人力により壁面等を削り、断面観察を中心 とする調査を実施 した。

層序は上部より、盛±60～ 80Cm、 旧耕± 10Cm、 責灰色粘質±10Cm、 暗灰黄色粘質±20cm、 淡責

灰色シル ト60Cmで青灰色粘土となる。

遺物は、暗灰責色砂質土より若千出土した。いずれも細片である。主に土師器で、特徴的なも

のとしては、二重口縁壺などがある。

過去における周囲の調査から周辺一帯は砂礫層の堆積が知 られている。今回の調査においては

部分的にその上層で包含層の存在することを確認できた。

遺構は確認できず、遺物の混入も希薄であるため、写真撮影及び断面実測図を作成して調査を

終了した。

o          1         2m
層 位  名
1 盛
2  +日 希汗

3 責灰色粘質土
4 暗灰黄色粘質土

5 淡黄灰色シルト
6青 灰 色 粘 土

土

土

物遺

二重口縁壼 (9)

外反する頸部の先端を擬口縁とし、

くおさめる。口縁部には強い横ナデ、

平瓦 (10)

凹面に布 目痕 を残し、凸面は縄

ロタタキを施 した平瓦である。ま

た凹面の側縁はナデて面取 りがな

されている。

第49図 池浦遺跡 第 3地点 調査lFA断面図

ほぼ同じ角度で外反する口縁部をのばすもので、端部は丸

頸部にはハケ調整が施されている。口径等は不明である。

第 50図 池浦遺跡 第 3地点 出土遺物
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第 6節 七ノ坪遺跡

I 調査に至る経過

七ノ坪遺跡は、北豊中町一帯に所在する弥生時代から古墳時代 。中世に属する遺跡である。昭

和32年冬、府立泉大津高校北門前の水田、通称「七ノ坪」において地下げ工事が行われた際、同

校地歴部員によって土師器片が採集され、「七ノ坪遺跡」 と名付けられた。昭和43年以来同校校

合の増改築工事に先立ち、府教育委員会の実施 した発掘調査や、同地歴部による試掘調査、又、

周辺部における、府・市教委の調査で、弥生時代後期の濤・水田跡、古墳時代初期の濤 。水田跡

の他に 4世紀前半の土城、 4世紀後半の住居跡・方形周濤墓、 5世紀前半の住居跡 。木棺直葬墓

・墓拡、中世の上拡 。濤等が発見され、複合遺跡であることが知られている。今回はこの遺跡の

南端部において、事務所兼住宅が計画され、これに先立ち調査を実施したものである。

第 51図  七ノ坪遺跡 調査地点図
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H 誹]塗:経i,来 (北豊中町 2-464-7 調査番号8703)

住宅建設に先立つ調査である。敷地面積は233.72mZで ある。

敷地内に、幅 1.9m、 深さ1,0～ 1.lm、 長さ南

北9.4m、 東西8.6mの 規模の L宇型の調査拡を

設定し、重機による掘削の後、人力により壁面

等を削 り、断面観察を中心とした調査を実施し

た。

層序は上部より、盛土約70cm、 耕± 5～ 10cm

で、それより下層においては、砂礫、粘質土な

どが互層 となった複雑な堆積 となる。

北壁砂層中より土師器の小片が出土したが、

遺構は確認されなかった。写真撮影及び断面実

測図を作成し、調査を終了した。 第52図 七ノ坪遺跡 掘削位置図

磯
　
Ａ

層 位 名
1.盛   土
2 耕   土
3.灰色砂質土
4 茶褐色粘質土

5 褐色砂質土
6 灰 色 砂 礫
7 灰褐色粘砂
8 灰褐色粗砂

9.灰茶色小礫
10 茶 褐 砂
11 灰 色 砂
12灰 禍 色 砂

越
　
Ｃ

位

１

２

３

層 名

盛

耕

土

土

4 灰褐色粗砂  7 灰褐色小礫とと砂
5 灰黄色粘砂  8 灰 色 砂 礫
6_灰褐色礫とと砂  9 攪  乱  層

第開図 七 ノ坪遣 Ltl 調査 lFA断面図

茶掲色枯質土
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第 7節 東雲遺跡

I 調査に至る経過

昭和52年、東雲町地春で、大阪府南部流域下水道・南大阪湾岸工区事務所の建設工事着工直後、

市民より、付近において以前工事中多量の上器が出土していることから、調査の必要があるので

はないかとの指摘があった。府教育委員会は府下水道事業所 と協議の結果、事前に発掘調査を実

施することになり、豊中・古池遺跡調査会が調査を行った。これが東雲遺跡発見の発端である。

この調査で、古墳時代前期の竪穴住居址 2軒、井戸 2基、濤 2条が発見された。又、中世の掘立

柱建物16棟が検出され、 4期に分けられると推定される。

第54図 東雲遺跡 調査地点図

H調 査 結 果

第  1 地  点 (東雲町61-1、 62-2 調査番号8706)

住宅建設に先立つ調査である。敷地面積は971.68m2である。

敷地の西寄 りに、幅45m、 深さ3.6～ 7.Om、 長さ4.5mの規模の調査城を設定し、重機にて掘

削の後、人力にて壁面等を削り断面観察を中心とする調査を実施した。一部遺構の検出により平

1土ユ雪|1層毎こ緯 H挿  冴嘗1織 Ю∫〕′̀LttЙaL止騨瓢脚
酌
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0

面の精査もおこなった。

層序は上部から、耕土約20cm、 茶灰色砂質± 6～ 8 cm、 黄茶灰色砂質± 8～ 10cm、 灰黄色粘砂

± 10cm、 責灰色粘質±10Cm、 茶褐色粘質上となる。ほぼ水平的な堆積状況である。

責茶灰色砂質上を遺構面として中世のものと思われる水田遺構 (すき濤)を検出した。また責

茶灰色砂質土より瓦器片、青灰色粘質土から土師器、須恵器の小片が若千出土している。

現状では、基礎掘削が遺構面にまで至らないことなどから、写真撮影及び断面実測図を作成し

て調査を終了した。

層 位 名
1.耕     ±  4,灰 黄色粘砂土
2.茶 灰色砂 質±  5 青灰色粘質土
3.責茶灰色砂質±  6 茶褐色粘質土

第56図 東雲遣Ltl 第 1地点

0       .  1          2m

調査IPA断面図

第55図 東雲遺跡 第 1地点 掘削位置図
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第  2 地 点 (東雲町63-6 調査番号8711)

事務所建設に先立に調査である。敷地面積は155.115m2である。

敷地の北辺に添い、幅1.2m、 深さ1.Om、 長さ10.Omの規模の調査城を設定し、重機による掘

削の後、人力により壁面等を削り、断面観察

を中心 とする調査を実施した。

層序は上部 より、盛土及び耕±35～ 40cm、

以下褐灰色上、黄灰色土、灰色粘砂土、褐灰

色粘質上が層厚 8～ 15cmで水平状況で堆積し、

責褐色±20cmを経て黒灰色粘土となる。

調査拡の東端部において、幅 1.Om、 深さ

0.5mほ どのゆるいU字状で南北にはしる自

然流路が検出された。灰色粘砂土中に若千遺

物の細片が認められた。

遺物は二次堆積によるものと思われ、また
第57図 東雲遺LIt 第 2地点 掘削位置図

明確な遺構 も存在しなかったため、写真撮影及び断面実浪1図 を作成して調査を終了した。

層 位
1

2

3

名

盛  ±  4暗 灰 色 土

耕  ±  5黄 灰 色 土

褐灰色±  6 灰色粘砂土

7 褐灰色粘質土
8灰 黄 色 土
9 黄 褐 色 粘 土

黒灰色粘土

灰 色 砂
黄灰色砂礫

第58図  東雲遺跡 第 2地点 調査拡断面図
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第 8節 穴田遺跡

I 調査に至る経過

昭和31年、穴田に於て、土製羽釜

の底を打ち欠いて井戸枠 として利用

された井戸が発見さ才a中 世の集落

跡として周知されているが、出上場

所や深さなど発見に関する詳細は不

明である。その後調査も行なわれず、

その範囲についても不確定であるま

ま今 日に至っており、今後は機会あ

る毎に調査 を実施 し、その解明に努

めなければならない遺跡の一つであ

る。

第59図 穴田遺LTI 調査地点図

H 調 査 結 果 (我孫子町54-1 調査番号8708)

事務所建設に先立つ調査である。敷地面積は1,080.Om2でぁる。

敷地のほtF中央に、幅1.Om、 深さ12～ 1.3m、 長さ8.5mの規模の調査城を設定し、重機によ

り掘削の後、入力により壁面等を削り、断面観察を中心とした調査を実施した。

0       10      20m

第60図 穴田遣LII 掘削位置図
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層序は上部より、4EL50om、 耕±1-2 cm、 鞭 構砂土船～300中で灰
―青色砂となる。ほぼ水

平な堆横承滉を示し、床土―まり下
.は
砂質土層で湧水もはじまる,

遺構、遺物等は確認されず、写真撮影及び断面実
―
測図を作成して調査を終了し.た。

第01-図1 大田遺跡 調査転断面図

位 名

1.速   土
2.耕    上
3.薫床色粘秒土|

4.羽酷      雪と
う.灰 青 色 砂

層
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豊中遺跡第 5地点
<土師器>

表 5遺 物 観 察 表

<瓦 器>

豊中遺跡第 6地点
<土師器>

口個獣cm) 器高 (Cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所(層 ) 備 考

A 22 0 (残存高 )
40

0 5mmの 砂粒を含む。

内面 淡茶褐色
外面 淡茶渦色

内面 ナ デ 竪穴住居址 2

暗灰責色粘質
土

焼成 :良好

B 180 (残存高 )
55

01～ 0 2mmの 砂粒 を含む
内面 乎L白 色～黒禍色
外面 ラし白色

面

面

内

外
ナデ
ナデ

登穴住居址 2

暗灰黄色粘質

土

焼成 :良好

C 15 8
(残存高 )
136

ol～ 0 2mmの 砂粒 を含む
内面 白灰色
外面 明茶褐色

面

面

内

外
ナデ

ナデ

竪穴住居址 2

暗灰責色粘質
土

焼成 :やや軟

霊

D 17 0
(残存高 )
24

01～ 0 2mmの砂粒を含む
内面 乳白色

外面 乳茶色

デ

デ

ナ

ナ

面

面

内

外
竪穴住居址 2

暗灰黄色粘質
土

焼成 :やや軟

日径(Cm) 器高(Cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所(層 ) 備 考

E 9 5

01～ 0 2mmの 砂粒を含む
内面 黒色
外面 黒色

面

面

内

外

ヘラミガキ
ヘラミガキ

一声

層

井
下 青灰色

砂

焼成 :良好
口縁部内面に沈線 1本
/1ヽ 皿

F 96

01～ 0 2mmの砂粒を含む
内面 淡褐色～黒灰色
外面 淡褐色～黒灰色

デ

デ

ナ

ナ

面

面

内

外
井戸

下層 青灰色
砂

焼成 :良好

小皿

口宿巴(Cm) 器高(Cm) 胎 土 。色 調 調 整 出上場所(層 ) 備 考

1 13 3
(残存高 )
65

精 良
乳灰色

口縁部 ナデ
胴 部 外面 タタキ

内面 削リナデ

濤  1 焼成 :やや軟

甕

2

茶褐色 体部 外面 タタキ
内面 削り

濤 1 焼成 :良好
スス付着
甕

3
(残存高 )
53

l mm以下の砂粒を多量に

含む。

灰芥色

奮載獅 ハケメ
脚台部禽召手X搭押え

濤 1 焼成 :良好

台付甕
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No 口径(cm) 器高(Cm) 胎 土 ・ 色 調 詞 整 出上場所(層 ) 備 考

4
(残存高 )
65

1～ 2 mmの砂粒を含む。

茶灰色

不  明 2号竪穴住居
址

焼成 :やや軟

壷底部

10.3
(残存高 )
65

l mm前後の砂粒を含む。

茶灰色

日縁部鶯吾
ナデ、ヘラξ

濤 1 焼成 :良好

霊

(底部径 )
10.0

l mm前後の砂粒を含む。
脚台部外面蓬]、

ヘラ
内面 ナ デ 、指 押

え

濤 1 焼成 :良好

高杯

7

l mm前後の砂粒を含む。

茶灰色

縁
　
台

口
　
脚

ナデ

キ旨孝甲え

2号竪穴住居
址

ピット

院成 :やや軟

小型高杯

<石 器>
法 量 材 質 調 整 ・ 加 工 出上場所(層 ) 備 考

全長    3 0cm
幅    1 35Cm
厚さ   2～ 3 mm
質量    175g

白色チャート 両側面に刃部作り出し。 東拡張部 小型サイフ型石器

池浦遺跡第 3地点
<土師器>
日宿訳cm) 器高(Cm) 胎 土 ・ 色 調 調 整 出上場所(層 ) 備 考

9

明灰責色 口縁都 横ナデ
頸 部 ハケメ

暗灰責色砂質
土

焼成 :良好

二重口縁壷

>瓦<
口径(cm) 器高(Cm) 胎 上 ・ 色 調 調 整 出上場所(層 ) 備 考

砂粒等多く含む。
暗灰白色

面

面

四

凸
布目痕
縄ロタタキ

暗灰黄色砂質
土

焼成 :良好
平瓦
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豊中遺跡第 6地点掘立柱建物跡
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